




①タイトル 

みんなのいばしょ 

 

②なぜその提案（できること・取り組みたいこと）を思いついたか 

東日本大震災時にご近所の娘様を頼りに避難されてきた高齢者の方が、何度か自宅前を

通る様になり、当時、健在だった母と一緒にお茶をのみ世間話などをする光景がとても微笑

ましかったことから、「いつの日か、何かを」の思いが心の奥底でずっと芽生えていました。 

 

③その提案を実践することで地域がどのようになればよいと思うか 

プロセス 

「地域共生の取り組み」 

・共助、共生すること 

・年代超えた取り組み 

・幼児や学生たちに高齢者との共存の大切さを理解、共有して貰う場 

・若者たちの苦悩や高齢者の寂しさなど共有し、気分が明るくなれるよな開かれた場所づく

り 

・指導者や強要ではなく「いばしょ」へ来ると自然に明るくなれる心が軽くなれる。そんな

小さな「いばしょ」から地域共生社会の確立を目指す 

※地域的に AED の設置場所が少ないことがハザードマップ上で判明、住宅街特有の資質と

思われる 

※防災に関して、自己防衛の時代となってきている。行政や政府が動き出すまでの数日間

（２～３日間：非常食３日分）近隣独居の方々の受け入れ先（一時避難場所）としての検討

も課題とする 

 


